
( N01 )

行 政 視 察 報 告 書

令和 6年 2月 8日

長浜市議会議長 中川 勇 様

長浜市詳会議員 矢守 昭男 ■

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.視察等名  新しい風 会派視察研修
2,視察期間  令和 0年 1月 31日 (水)～ 2月 2日 (金 )
3.視察場所及び目的
①長崎県雲仙市 雲仙市役所

定住促進対策事業に,いて

②長1崎県長崎市 長崎市役所
地域包播ケアシステムについて

③長崎県長崎市 長崎みなとメディカルセンター
地方独立行政法人方式について ,

④長崎県諫
i早市 諫早市役所
地域医療と入退院支援連携ガイドブックについて

地域包括ケアの推進体制について

4.調査内容感想等 ―

・視察の目的

① 長l府県雲f曲南 定住促進の向けた取組について
。視察内容

雲仙市の人ロビジョ 宰に向けた政組 について

記

視察の目的

長 浜 市 議 会



雲仙市の ロビジ ョン策定に至る統計 に よ調 杏 るどか、2025年
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,■、約 2万

3千人と推計 されてい主す、また生産年齢人 口を老年人 口 上回る予測などあ

り、深刻な人口減少 1こつ しヽ て誤畢貞で自然減があると ますが、今和 4年

唐 カヽ ら人口減少 矛行わオ1ッて そ の 効果が少 しずつありまして、務柱者数が今

不口4年度で 25 0人を謙成するなど成果が出 ていま▼す
‐
^

また魅力的な試みに止り外国人労働者の移住者 咤ぅ増えてしヽる溢お聞 き します命
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おこし協力隊の募集で移住者として活動に参加 して関係人口創出に関する業務

を担当し、相 対応の実施や企画渾営に つ て お られます、自身の務倖前カ らヽ1隻わ

移住後の経験 を 生かすオFど、長浜市の地域お し協 隊に 1ゝ参考 とな り

ましたハ窄き家を活 用 して の休 日のDIVで改業工事を行い ′F事業やこれか

らの時代にあつた、や りたい事、や りがいの倉J出に向けた について参考にな

る体験談などありました。

またお試 し住 においては、禾J用率が 300/0から が政れない状況に

なつておりました。

ノ_口☆亥バ ュ/ ク の リ フ チ ― ム 泳占助ハ が 5 ∩万 円や伸介手教 角缶ロサ]邁婁曽陰♂う統 守付

や察流をさ て し、る′Fデノ_け☆亥 の 日 歩 六カ1′て るヽこ臣糸日
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つ し てヽ 章、家 着 >ヤ

なりましたn

若者の IUターン家賃補助金、固定資産税補助、中古住宅購入補助金など充

実した内容の補助事業などの取り組みがありました。

そこで仕事の支援 しては、農業研修者への、 をされ取り

組みや、その他の と して、奨学金補助金、結婚支援金、 ちやん支援金など

若者から様々な支 ″ 占れ て い支す、長浜市 として課題 策 として充実 した

地域の魅力の創出 の移住定住に向けて長浜市の としての取組につ

いて参考となる となりましたぉ

長崎県長崎市の ケアシステムについて

市 の 牌 車 力 1´て とす た ,十意 齢 イレ致 坊ミ負 ∠1呟ブ〕ミ,∩メ 毎 随Ft 3 氏砿 歩紹
'ス
>

とお聞きします。

長 浜 市 議 会

2が多い特徴があるされる高齢化のピークや被爆者が高齢化により要支援 1,
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地域包括支援センタ― ′F どが 20か所あ り、認矢日症のケアシステムの構築や人員

の配置されており、中 で 幸、高齢者 の 一人墓 らし世帯、夫婦が 常 こ高い傾 向にあ

るお聞きしました。

地域医療ビジョンと医療繰供体制の変化に応 じた、必要 t じての病床数の減

少、入院患者の機能 庶 じた対応の実_流《診療報酬体制について変イ比に対応 した

取り組みについて参考となりました。

ただ課題 として介護人材の不足につしヽては、長浜市 と同様にあり を

模索する事となりました。

参考 として長崎 上・1“域伺括 ケア推准協議会の設立により 括ケアシステ

ムの政策評価や政策提案など行う事や医療介護連携部会、予防、生活支援部会に

よりきめ細か′F支援体制など住民の名ヒ ん に寄 り添 う地域包括ケ システア ム に

繋がる地域包括ケア推准協議会の設置馨体制についてか考にな りました h

また元気なうちから手帳を作り本人が選択 して家族へ向けて、人生の最終段階

とrムヽ ■ス 匡 薄 培野と 区 腱F旅411, ンfμ とこ立つ童 お A∩ P r入 な で 白
/本 rア、寿 箪 お れ

き方について、ど の大切な考えについて協議を行い、 して想い出や 自分

の生 つ い の ついて の

長崎県長崎市  「 芳必臨立行政法人方式について |

長崎みなとメディカルセンターでは、大きな病院事業として赤字決算となり、議

会か らは、独立 人方式止り指市管理告li店導入の話がく の がる 解 く′食り、す

でに決定さ り、独立行政法人 耳支り糸Rまれ 主 した ^

4 の でしたが 々

錦 翔 コ ロ 十 成 独 の ホ 紺 ハ に よ r)里虫 イレ>ナトnモ■ l´が 歩 の 絡 肘兼 虫 洋 管 >

なり、令和 4年 今和 5年度は赤字が約 20 とのことです^

健全運営ができない場合は、人件費に影響を及ぼすとされる独立行政法人方式

での課題をお聞きしし支 し

病院の集約化等がポノF ン 卜》たり、魚者 占んの減少、医療 保、病床教確保

など課題 に向けた取組が求めら る瑚`れ、今後の対応の こつ ヤヽ て参

考になる視纂研修 とた りました^

「抽競医療μ入温院支援連携ガイ ドブック長崎県諌早市

長 浜 市 議 会
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諫早市における地域包括ケアの推進体制については、諫早市地域包括ケア推

進協議会のメンノミー16名 (医師会、自治会、通所施設運営 )で構成されてい

ますハ

また在宅療養、介護連携推進協議会(14名 )で入退院支援連携ガイ ドブックで作

成されて、情報の 化等を行いまして、最新の情報をホ―ムページヘの掲載な

ど参考となりました。

医療機関に入退院後の自宅での在宅療養、在宅介護など退院後の担当ケアマネ

ジ ヤーの活動 の 依 常‖t て、魚者 占んの情報力必要 こ床 1して浪院後の対こつ い

応の実施で安心 して墓 らせる環境 に つ セ てヽ岳浜市の病院の咎 笥|カ して

高度急性期、回復期、慢性期が地域医療構想の実現に向けて参考となる視察研修

となりました。

長 浜 市 議 会


